
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】基板上の銅箔（ランド）に半田付けされる端子

の取り付け強度の向上、並びに該端子を用いた二次電池

保護回路の提供。

【解決手段】保護回路基板１と半田付けされる端子１０

の端子構造において、該基板１と半田付けされる半田付

け部１３に、穴部１０ａを有する。リフロー炉による加

熱によって溶融した半田めっき１４及び半田クリーム１

５が凹状端面１０ｈ及び円形の穴部１０ａの内側になじ

み、広がり断面形路三角形状を呈して付着する。更に、

この半田は冷却工程により硬化してフィレット５及び７

を形成する。

【効果】フィレット７により端子１０の自由端を上方へ

動かすときに発生する剥離に対して強度を増すことがで

きる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 板 と 半 田 付 け さ れ る 端 子 の 端 子 構 造 に お い て 、
前 記 基 板 と 半 田 付 け さ れ る 半 田 付 け 部 に 、 穴 部 又 は 切 り 欠 き 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
端 子 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 穴 部 又 は 切 り 欠 き 部 は 楕 円 形 状 又 は 多 角 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
端 子 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 端 子 構 造 を 有 す る 端 子 を 用 い て 電 極 と 接 続 さ れ た 二 次 電 池 保 護 回
路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 回 路 基 板 の 端 子 構 造 及 び 二 次 電 池 保 護 回 路 に 係 り 、 特 に 基 板 に 半 田 付 け さ れ
る 端 子 の 取 り 付 け 強 度 の 向 上 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 の 、 携 帯 電 話 を は じ め と す る 携 帯 端 末 装 置 は 、 そ の 駆 動 源 と し て 電 池 パ ッ ク を 搭 載 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ７ は 電 池 パ ッ ク の 分 解 斜 視 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
電 池 パ ッ ク ２ は 主 に 、 電 池 本 体 ２ ０ 、 保 護 回 路 基 板 １ 、 ケ ー ス 蓋 ２ １ 、 ケ ー ス ２ ３ か ら 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
電 池 本 体 ２ ０ は 、 例 え ば 、 リ チ ウ ム イ オ ン 蓄 電 池 か ら 構 成 さ れ て い る 。 保 護 回 路 基 板 １ は
、 電 池 本 体 ２ ０ と こ こ で は 図 示 し な い 外 部 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ て お り 、 充 電 時 及 び 放 電
時 の 電 池 本 体 ２ ０ の 電 圧 を 監 視 し て 、 電 池 本 体 ２ ０ の 充 放 電 を 制 御 し 、 電 池 本 体 ２ ０ の 保
護 を 行 う た め の 回 路 が 搭 載 さ れ 、 電 池 本 体 ２ ０ と は 端 子 板 １ ０ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 端
子 板 １ ０ の 一 端 は 、 電 池 本 体 ２ ０ に ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ 、 他 端 は 保 護 回 路 基 板 １ に 半 田 付 け
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
保 護 回 路 基 板 １ は 、 例 え ば 、 多 層 プ リ ン ト 配 線 基 板 か ら 構 成 さ れ て お り 、 封 止 さ れ た Ｉ Ｃ
（ ｉ ｎ ｔ ｅ ｇ ｒ ａ ｔ ｅ ｄ 　 ｃ ｉ ｒ ｃ ｕ ｉ ｔ ） チ ッ プ な ど の 電 子 部 品 ４ ２ を 搭 載 し 、 端 子 板
１ ０ が 半 田 付 け さ れ て い る 。 保 護 回 路 基 板 １ は こ の 状 態 で 、 電 池 パ ッ ク ２ の 組 み 立 て 先 に
提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
組 み 立 て 先 で は 、 提 供 さ れ た 保 護 回 路 基 板 １ と 電 池 本 体 ２ ０ と の 接 続 を 行 う た め の 端 子 板
１ ０ の 一 端 を ス ポ ッ ト 溶 接 す る 。 端 子 板 １ ０ の 一 端 は 、 矢 印 Ａ 、 Ｂ 方 向 に 示 す よ う に 折 曲
さ れ つ つ 、 多 端 が 電 池 本 体 ２ ０ に ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 来 の 保 護 回 路 基 板 に お け る 端 子 板 、 例 え ば ニ ッ ケ ル 板 の 取 付 け 機 構 の 一 例 を 図 ８ 、 ９ に
示 す 。 同 図 中 、 図 ７ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ９ は 、 接 着 前 の 保 護 回 路 基 板 １ 及 び 端 子 １ ０ を 示 す 。 保 護 回 路 基 板 １ の 長 手 方 向 端 側 の
略 中 央 に 、 銅 箔 （ 以 下 ラ ン ド と い う ） １ ２ 、 該 ラ ン ド １ ２ の 表 面 に あ ら か じ め 塗 布 さ れ た
半 田 ク リ ー ム １ ５ 、 こ ち ら も あ ら か じ め 端 子 １ ０ の 表 面 に 施 さ れ た 半 田 め っ き １ ４ 、 端 子
１ ０ の 順 で 積 層 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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端 子 板 １ ０ と 前 記 ラ ン ド １ ２ に 挟 ま れ た 半 田 め っ き 及 び 半 田 ク リ ー ム は リ フ ロ ー に よ っ て
溶 融 さ れ 前 記 端 子 １ ０ の 端 面 に な じ み 、 広 が り に 断 面 形 略 三 角 形 状 を 呈 し て 付 着 す る 。 こ
の 三 角 形 状 の 半 田 が 冷 却 さ れ て 後 述 す る フ ィ レ ッ ト と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ ０ （ Ａ ） は 硬 化 後 の 保 護 回 路 基 板 １ 及 び 端 子 板 １ ０ の 平 面 図 を 、 図 １ ０ （ Ｂ ） は 同 図
（ Ａ ） の Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 を 、 図 １ １ は 図 １ ０ （ Ａ ） の Ｄ － Ｄ 線 断 面 図 を 示 す 。 他 端 に つ い
て は 同 一 の 取 り 付 け 機 構 で あ る た め 図 を 省 略 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
端 子 板 １ ０ の 一 端 １ ０ ｇ は 保 護 回 路 基 板 １ の 長 手 方 向 と 垂 直 な 端 面 の 略 中 央 と 半 田 に よ り
固 定 さ れ て お り 、 端 子 板 １ ０ の 他 端 は 電 池 本 体 ２ ０ と 接 続 さ れ る た め 自 由 端 と な っ て い る
。 前 記 半 田 は 、 リ フ ロ ー に よ る 加 熱 後 、 保 護 回 路 基 板 側 端 面 に な じ み 、 冷 却 工 程 に よ り 硬
化 し て 、 端 面 １ ０ ｇ に フ ィ レ ッ ト ５ を 形 成 す る 。 剥 離 強 度 を 向 上 さ せ る た め に は 、 該 フ ィ
レ ッ ト ５ を 形 成 す る こ と が 有 効 で あ る と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ ２ は 図 １ ０ の 変 形 例 で あ り 、 凹 状 の 端 面 形 状 と し た も の を 示 す 。 図 １ ２ （ Ｂ ） は 、 同
図 （ Ａ ） の Ｅ ‐ Ｅ 線 断 面 図 を 示 す 。 保 護 回 路 基 板 側 端 面 に 凹 状 の 端 面 １ ０ ｈ を 有 す る 端 子
１ ０ が 、 保 護 回 路 基 板 の 長 手 方 向 と 垂 直 な 端 面 の 略 中 央 と 半 田 に よ り 固 定 さ れ て お り 、 端
子 板 １ ０ の 他 端 は 電 池 本 体 ２ ０ と 接 続 さ れ る た め 自 由 端 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
端 子 板 １ ０ の 端 面 １ ０ ｈ を 凹 状 に 形 成 し た こ と に 伴 い 、 リ フ ロ ー に よ り 加 熱 さ れ た 半 田 が
、 保 護 回 路 基 板 側 端 面 １ ０ ｈ に な じ み 、 冷 却 工 程 に よ り 硬 化 し て 、 凹 状 部 分 に フ ィ レ ッ ト
５ が 形 成 さ れ る 。 端 面 を 凹 状 と す る こ と で フ ィ レ ッ ト ５ が 形 成 さ れ る 部 分 が 増 大 し 、 端 面
１ ０ ｇ よ り も 剥 離 強 度 が 増 し て い る 。 ま た 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ラ ン ド １ ２ に 突 起 部 １
２ ａ を 形 成 し て 、 フ ィ レ ッ ト が 形 成 さ れ る 部 分 を 増 す こ と が 考 え ら れ た （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 特 許 文 献 】
特 開 平 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ ４ ９ ８ （ 図 １ ）
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 図 ７ に お け る 上 記 従 来 の 保 護 回 路 基 板 １ に お け る 端 子 １ ０ の 取 り 付 け 機 構 は 、 保 護 回
路 基 板 １ と 電 池 本 体 ２ ０ と の 接 続 を 行 う た め に 端 子 板 １ ０ の 一 端 を 、 矢 印 Ａ 、 Ｂ 方 向 に 示
す よ う に 折 曲 さ れ る 際 、 端 子 板 １ ０ が 半 田 付 け 部 １ ３ か ら 剥 離 す る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 述 の と お り 、 剥 離 強 度 を 向 上 さ せ る た め に は 、 端 子 １ ０ の 保 護 回 路 基 板 側 端 面 に フ ィ レ
ッ ト ５ を 形 成 す る こ と が 有 効 で あ る と さ れ て い た た め 、 図 １ ２ に 示 す 例 え ば 凹 状 の 端 面 形
状 の 端 子 １ ０ ｈ や 、 図 １ ３ に 示 す よ う に ラ ン ド に 突 起 部 １ ２ ａ を 用 い 、 形 成 さ れ る フ ィ レ
ッ ト 部 を 増 大 す る こ と が 考 え ら れ た 。 し か し な が ら 、 フ ィ レ ッ ト ５ を 形 成 す る 部 分 の 増 大
に よ り 剥 離 強 度 が 増 す も の の 、 な お 、 端 子 板 １ ０ の 折 曲 等 に よ り 、 半 田 付 け 部 が 剥 離 す る
と い う 問 題 が あ っ た 。 こ れ は 、 図 １ ０ に お い て 、 フ ィ レ ッ ト ５ の 形 成 面 が 端 子 １ ０ の 保 護
回 路 基 板 側 端 面 に 向 か っ て い る （ 方 向 Ｘ ） た め 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に お い て 、 端 子 １ ０ の 自 由
端 を 上 方 へ 動 か し た 場 合 （ Ｃ ） 、 ラ ン ド １ ２ 及 び 端 子 １ ０ が 剥 離 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 端 子 １ ０ の 保 護 回 路 基 板 側 の 端 側 を 上 方 に 動 か し て 端 子 １ ０ を 剥 離 さ せ る 力 （ Ｄ ）
は 、 フ ィ レ ッ ト ５ が 存 在 す る た め 働 か な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 前 記 半 田 め っ き 及 び 半 田 ク リ ー ム が リ フ ロ ー に よ っ て 溶 融 さ れ 前 記 端 子 １ ０ の 端 面
に な じ み 広 が る 過 程 に お い て 、 凹 状 の 端 面 １ ０ ｈ を 取 り 囲 む 液 状 化 し た 半 田 に よ る 不 均 一
な 圧 力 や 、 半 田 の 冷 却 、 硬 化 時 に 前 記 端 子 の 位 置 が ず れ る 可 能 性 が あ り 、 よ り 位 置 ず れ し
に く い 端 子 の 取 り 付 け 機 構 が 求 め ら れ て い た 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 取 付 け 強 度 の 高 い 端 子 構 造 及 び 回 路 保 護 基 板
、 位 置 ず れ し に く い 端 子 の 取 り 付 け 機 構 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 基 板 （ １ ） と 半 田 付 け さ れ る 端 子 （ １ ０ ） の 端 子 構 造 に お い て 、 前 記 回 路 保 護
基 板 （ １ ） と 半 田 付 け さ れ る 半 田 付 け 部 （ １ ３ ） に 、 穴 部 （ １ ０ ａ ） 又 は 切 り 欠 き 部 （ １
０ ｂ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 該 穴 部 （ １ ０ ａ ） 又 は 切 り 欠 き 部 （ １ ０ ｄ ） の 内 側 に フ ィ レ ッ ト （ ５ ）
が 形 成 さ れ 、 端 子 （ １ ０ ） の 自 由 端 に 向 く 側 に フ ィ レ ッ ト （ ７ ） が 形 成 さ れ る 。 こ の 方 向
に フ ィ レ ッ ト が 形 成 さ れ る と 、 基 板 側 端 面 （ １ ０ ｇ ） に 形 成 さ れ る フ ィ レ ッ ト （ ５ ） よ り
も 、 端 子 の 屈 曲 、 変 形 な ど に 関 し 剥 離 強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 前 記 半 田 め っ き （ １ ４ ） 及 び 半 田 ク リ ー ム （ １ ５ ） が リ フ ロ ー に よ っ て 溶 融 さ れ な
じ み 広 が る 過 程 に お い て 、 溶 融 し た 半 田 が 穴 部 （ １ ０ ａ ） 又 は 切 り 欠 き 部 （ １ ０ ｄ ） に 流
れ 込 む た め 、 半 田 付 け 部 （ １ ３ ） を 囲 む 溶 融 し た 半 田 か ら う け る 不 均 一 な 圧 力 が 吸 収 さ れ
、 端 子 （ １ ０ ） の 位 置 ず れ が 縮 小 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 凹 状 端 面 １ ０ ｈ と 同 時 に 、 穴 部 （ １ ０ ａ ） 又 は 切 り 欠 き 部 （ １ ０ ｂ ） を 有 す る こ と で
フ ィ レ ッ ト （ ５ ） が 増 大 す る た め 、 端 子 の 屈 曲 、 変 形 な ど に 関 し 剥 離 強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 端 子 （ １ ０ ） の 半 田 付 け 部 （ １ ３ ） に 切 り 欠 き 部 （ １ ０ ｄ ） を 設 け る と 、 切 り 欠 き
部 に 応 力 が 集 中 し や す く な る た め 端 子 の 屈 曲 等 に 対 し 切 り 欠 き 部 （ １ ０ ｄ ） で 屈 曲 し や す
く な り 、 結 果 剥 離 し に く く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 上 記 参 照 符 号 は あ く ま で も 参 考 で あ り 、 こ れ に よ っ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 が 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
〔 第 １ 実 施 例 〕
図 １ （ Ａ ） は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 形 態 と し て 半 田 付 け 部 （ １ ３ ） に 円 形 の 穴 部 （ く り
ぬ き 部 ） を 設 け た 基 板 及 び 端 子 の 平 面 図 を 示 す 。 な お 、 図 １ ２ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符
号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
本 実 施 例 の 端 子 １ ０ は 、 保 護 回 路 基 板 側 の 半 田 付 け 部 の 略 中 央 に 円 形 の 穴 部 １ ０ ａ を 備 え
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ２ は 、 接 着 前 の プ リ ン ト 基 板 １ 及 び 端 子 １ ０ の 側 面 図 を 、 図 １ （ Ｂ ） は 接 着 後 の 図 １ （
Ａ ） の Ａ － Ａ 線 断 面 図 を 示 す 。 な お 、 図 １ （ Ｂ ） に お い て は 硬 化 後 に 端 子 １ ０ と ラ ン ド １
２ 間 に 介 在 し 残 留 す る 半 田 は 省 略 し た 。 ま た 、 同 図 中 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ と 同 一 構 成 部 分 に
は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 実 施 例 で は 、 リ フ ロ ー 炉 に よ る 加 熱 に よ っ て 溶 融 し た 半 田 め っ き １ ４ 及 び 半 田 ク リ ー ム
１ ５ が 端 子 １ ０ の 端 面 １ ０ ｈ 及 び 円 形 の 穴 部 １ ０ ａ の 内 側 に な じ み 、 広 が り 断 面 形 略 三 角
形 状 を 呈 し て 付 着 す る 。 更 に 、 該 半 田 は 、 前 記 加 熱 後 の 冷 却 工 程 に よ り 硬 化 し て フ ィ レ ッ
ト ５ 及 び ７ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 実 施 例 で は 、 前 記 端 子 １ ０ の 自 由 端 に 向 く 端 面 に フ ィ レ ッ ト ７ が 形 成 さ れ る 点 に 特 徴 が
あ る 。 こ れ に よ り 、 端 子 １ ０ の 自 由 端 を 上 方 へ 動 か す と き に 発 生 す る 剥 離 に 対 し て 強 度 を
増 す こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 フ ィ レ ッ ト ７ は 正 確 に 端 子 １ ０ の 自 由 端 に 向 く 端 面 に 形 成 さ れ て い な く て も 剥 離 強
度 の 向 上 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 半 田 め っ き １ ４ 及 び 半 田 ク リ ー ム １ ５ が リ フ ロ ー に よ っ て
溶 融 さ れ な じ み 広 が る 過 程 に お い て 、 溶 融 し た 半 田 が 穴 部 １ ０ ａ に 流 れ 込 む た め 、 半 田 付
け 部 １ ３ を 囲 む 溶 融 し た 半 田 か ら う け る 不 均 一 な 圧 力 が 吸 収 さ れ 、 端 子 １ ０ の 位 置 ず れ が
縮 小 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 実 施 例 に 関 し て は 、 種 々 の 変 形 例 が 考 案 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ３ （ Ａ ） は 、 保 護 回 路 基 板 側 に 長 方 形 の 穴 部 １ ０ ｂ を 備 え た 端 子 １ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 変 形 例 で は 、 前 記 端 子 １ ０ の 自 由 端 に 向 く 側 に フ ィ レ ッ ト ７ が 形 成 さ れ る 。 自 由 端 に 向
く フ ィ レ ッ ト ７ は 、 端 子 １ ０ を 上 方 へ 動 か す こ と に よ り 発 生 す る 剥 離 に 対 し 強 度 を 増 加 さ
せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ３ （ Ｂ ） は 、 保 護 回 路 基 板 側 に 楕 円 形 状 の 穴 部 １ ０ ｃ を 備 え た 端 子 １ ０ の 平 面 図 を 示 す
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 変 形 例 で は 、 前 記 端 子 １ ０ の 自 由 端 に 向 く 側 に フ ィ レ ッ ト ７ が 形 成 さ れ る 。 自 由 端 に 向
く 側 の フ ィ レ ッ ト は 剥 離 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 長 方 形 状 と し た 穴 部 １ ０
ｂ で は 、 端 子 の 屈 曲 、 変 形 な ど に 関 し 、 長 方 形 が 有 す る ４ つ の 角 部 に 応 力 が 集 中 す る 恐 れ
が あ る が 、 本 変 形 例 の 楕 円 形 状 の 穴 部 １ ０ ｃ で は 応 力 の 集 中 が 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 本 変 形 例 は 、 穴 部 の 形 状 と し て 長 方 形 状 、 楕 円 形 状 に 限 ら れ る も の で は な く 、 多 角
形 状 、 星 型 形 状 な ど で も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
〔 第 ２ 実 施 例 〕
図 ４ （ Ａ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 平 面 図 、 同 （ Ｂ ） は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 図 ４ （ Ａ
） に お け る Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 を 示 す 。 な お 、 図 ４ （ Ｂ ） に お い て は 硬 化 後 に 端 子 １ ０ と ラ ン
ド １ ２ 間 に 介 在 し 残 留 す る 半 田 は 省 略 し た 。 同 図 中 、 図 １ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を
付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 実 施 例 で は 、 端 子 １ ０ が 保 護 回 路 基 板 側 の 半 田 付 け 部 １ ３ に 切 り 欠 き 部 １ ０ ｄ を 備 え る
点 で 第 １ 実 施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
リ フ ロ ー 炉 に よ る 加 熱 に よ っ て 溶 融 し た 半 田 め っ き １ ４ 及 び 半 田 ク リ ー ム １ ５ が 端 子 １ ０
の 切 り 欠 き 部 １ ０ ｄ の 内 側 に な じ み 、 広 が り 断 面 形 略 三 角 形 状 を 呈 し て 付 着 す る 。 更 に 、
該 半 田 は 、 前 記 加 熱 後 の 冷 却 工 程 に よ り 硬 化 し て フ ィ レ ッ ト ７ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
第 １ 実 施 例 で 前 述 し た と お り 、 端 子 １ ０ の 自 由 端 に 向 く 方 向 に フ ィ レ ッ ト ７ が 形 成 さ れ る
と 、 保 護 回 路 基 板 側 端 面 １ ０ ｇ に 形 成 さ れ る フ ィ レ ッ ト ５ よ り も 、 端 子 の 屈 曲 、 変 形 な ど
に 関 し 、 剥 離 強 度 が 確 保 さ れ る 。 な お 、 フ ィ レ ッ ト ７ が 正 確 に 端 子 １ ０ の 自 由 端 に 向 く 方
向 で な く て も 剥 離 強 度 の 向 上 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 半 田 め っ き １ ４ 及 び 半 田 ク リ ー ム １ ５ が リ フ ロ ー に よ っ て
溶 融 さ れ な じ み 広 が る 過 程 に お い て 、 溶 融 し た 半 田 が 切 り 欠 き 部 １ ０ ｄ に 流 れ 込 む た め 、
半 田 付 け 部 １ ３ を 囲 む 溶 融 し た 半 田 か ら う け る 不 均 一 な 圧 力 が 吸 収 さ れ 、 端 子 １ ０ の 位 置
ず れ が 縮 小 す る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 該 実 施 例 で は 切 り 欠 き 部 に 応 力 が 集 中 し や す く な る た め 端 子 の 屈 曲 等 に 対 し 切 り 欠
き 部 で 屈 曲 し や す く な り 、 そ の 結 果 、 剥 離 し に く く な る と い う 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 実 施 例 に 関 し て は 、 種 々 の 変 形 例 が 考 案 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ５ （ Ａ ） は 、 保 護 回 路 基 板 側 の 半 田 付 け 部 １ ３ に 矩 形 の 切 り 欠 き 部 １ ０ ｅ を 備 え た 端 子
１ ０ の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 変 形 例 で は 、 前 記 端 子 １ ０ の 自 由 端 に 向 く 側 に フ ィ レ ッ ト ７ が 形 成 さ れ る が 、 自 由 端 に
向 く フ ィ レ ッ ト ７ は 、 剥 離 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ５ （ Ｂ ） は 、 保 護 回 路 基 板 側 の 半 田 付 け 部 １ ３ に Ｕ 字 形 乃 至 半 楕 円 形 状 の 切 り 欠 き 部 １
０ ｆ を 備 え た 端 子 １ ０ の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 変 形 例 で は 、 前 記 端 子 １ ０ の 自 由 端 に 向 く 側 に フ ィ レ ッ ト ７ が 形 成 さ れ る が 、 自 由 端 に
向 く 側 の フ ィ レ ッ ト は 、 剥 離 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 矩 形 状 と し た 切 り 欠
き 部 １ ０ ｅ で は 、 端 子 の 屈 曲 、 変 形 な ど に 関 し 、 矩 形 が 有 す る 角 部 に 応 力 が 集 中 す る 恐 れ
が あ る が 、 本 変 形 例 で は 応 力 の 集 中 が 軽 減 で き る た め 、 端 子 １ ０ の 破 断 の 恐 れ が 軽 減 で き
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ５ （ Ｃ ） は 、 保 護 回 路 基 板 側 の 半 田 付 け 部 １ ３ に 切 り 欠 き 部 を 二 対 備 え た 端 子 １ ０ の 平
面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
本 変 形 例 で は 、 前 記 端 子 １ ０ の 自 由 端 に 向 く 側 に フ ィ レ ッ ト ７ が 形 成 さ れ る と と も に 、 形
成 さ れ る フ ィ レ ッ ト 部 分 が 増 大 し 剥 離 強 度 が 増 す 。 同 時 に 屈 曲 性 が 向 上 す る と い う 特 徴 が
あ る 。 ま た 二 対 の 切 り 欠 き 部 の う ち 、 基 板 側 端 面 に 近 い 切 り 欠 き 部 に フ ィ レ ッ ト ７ を 形 成
し も う 一 方 の 切 り 欠 き 部 を 簡 略 化 し た 形 状 、 例 え ば 切 り 込 み に す る な ど の 変 形 例 も 考 え ら
れ る 。 該 実 施 例 で は 製 造 行 程 を 簡 易 化 す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
な お 、 本 変 形 例 は 、 切 り 欠 き 部 の 形 状 と し て Ｖ 字 乃 至 三 角 形 状 、 Ｕ 字 乃 至 半 楕 円 形 状 に 限
ら れ る も の で は な く 、 多 角 形 状 な ど で も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
〔 第 ３ 実 施 例 〕
図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 平 面 図 を 示 す 。 な お 、 同 図 中 、 図 ５ と 同 一 構 成 部 分 に は 同
一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 実 施 例 で は 、 保 護 回 路 基 板 側 の 半 田 付 け 部 １ ３ に 穴 部 １ ０ ａ と と も に 切 り 欠 き 部 １ ０ ｂ
を 備 え る 点 で 第 １ 、 ２ 実 施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
前 述 の 通 り 、 端 子 １ ０ の 自 由 端 に 向 く 側 に フ ィ レ ッ ト ７ が 形 成 さ れ る こ と で 、 保 護 回 路 基
板 側 端 面 １ ０ ｇ に 形 成 さ れ る フ ィ レ ッ ト ５ よ り も 、 端 子 の 屈 曲 、 変 形 な ど に 関 し 、 剥 離 強
度 が 確 保 さ れ る 。 ま た 、 穴 部 の み 又 は 切 り 欠 き 部 の み の 形 状 よ り も 形 成 さ れ る フ ィ レ ッ ト
５ 及 び ７ を 増 大 で き る の で 、 第 １ 、 ２ 実 施 例 よ り も 剥 離 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ま た 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 半 田 め っ き １ ４ 及 び 半 田 ク リ ー ム １ ５ が リ フ ロ ー に よ っ て
溶 融 さ れ な じ み 広 が る 過 程 に お い て 、 溶 融 し た 半 田 が 穴 部 及 び 切 り 欠 き 部 に 流 れ 込 む た め
、 半 田 付 け 部 １ ３ を 囲 む 溶 融 し た 半 田 か ら う け る 不 均 一 な 圧 力 が 吸 収 さ れ 、 端 子 １ ０ の 位
置 ず れ が 縮 小 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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ま た 、 本 実 施 例 で は 切 り 欠 き 部 に 応 力 が 集 中 し や す く な る た め 端 子 の 屈 曲 等 に 対 し 切 り 欠
き 部 で 屈 曲 し や す く な り 、 結 果 剥 離 し に く く な る と い う 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
な お 、 本 実 施 例 に お い て も 、 穴 部 の 形 状 と し て 、 長 方 形 状 、 楕 円 形 状 、 多 角 形 状 、 星 型 形
状 な ど で も 良 く 、 切 り 欠 き 部 の 形 状 と し て 、 Ｖ 字 乃 至 三 角 形 状 、 Ｕ 字 乃 至 半 楕 円 形 状 、 多
角 形 状 な ど で も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
而 し て 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱 し な い 限 り 種 々 の 改 変 を 為 す こ と が で き 、 そ し て
本 発 明 が 該 改 変 さ れ た も の に 及 ぶ こ と は 当 然 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 取 り 付 け 強 度 の 高 い 端 子 構 造 及 び 二 次 電 池 保 護 回
路 を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 平 面 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 変 形 例 で あ る 端 子 １ ０ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 平 面 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 変 形 例 で あ る 端 子 １ ０ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 で あ る 端 子 １ ０ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 電 池 パ ッ ク の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 保 護 回 路 基 板 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 発 明 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 技 術 の 平 面 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ （ Ａ ） の Ｄ － Ｄ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 技 術 の 平 面 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 技 術 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 プ リ ン ト 基 板
２ 　 　 　 電 池 パ ッ ク
５ 　 　 　 半 田 付 け さ れ る 端 面 に 形 成 さ れ た フ ィ レ ッ ト
７ 　 　 　 自 由 端 に 向 く 端 面 に 形 成 さ れ た フ ィ レ ッ ト
端 子
１ ０ ａ 　 　 円 形 状 の 穴 部
１ ０ ｂ 　 　 四 角 形 状 の 穴 部
１ ０ ｃ 　 　 楕 円 形 状 の 穴 部
１ ０ ｄ 　 　 三 角 形 状 の 切 り 欠 き 部
１ ０ ｅ 　 　 矩 形 状 の 切 り 欠 き 部
１ ０ ｆ 　 　 半 楕 円 形 状 の 切 り 欠 き 部
１ ０ ｇ 　 　 端 面
１ ０ ｈ 　 　 凹 状 の 端 面
１ ２ 　 　 　 ラ ン ド
１ ２ ａ 　 　 ラ ン ド の 突 起 部
１ ３ 　 　 　 半 田 付 け 部
半 田 め っ き
ク リ ー ム 半 田
２ ０ 　 　 　 ２ 次 電 池 本 体
２ ０ ａ 　 　 ２ 次 電 池 の 電 極
２ １ 　 　 　 電 池 ケ ー ス の 蓋
２ ３ 　 　 　 電 池 ケ ー ス
４ ２ 　 　 　 封 止 さ れ た Ｉ Ｃ チ ッ プ
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ９ 】
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